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1．　概

技術試験衛星V型／H－1ロケット（3段式）

試験機打上げ及び追跡管制計画書

要

　　　1．1　緒　　言

　　　　　宇宙開発事業団は，昭和62年8・9，月増にH：一1ロケット（3段式）試験
　　　　　　　　　　　　　＊1　　　　　　　　　　・…
　　　　機（以下「H17：F」という。）による技術試験衛星V型（以下「ETS一
　　　　　＊2
　　　　vjという。）の打上げ，軌道投入並びに軌道投入後の追跡及び管制を行

　　　　う。

禰　この計量は・ETS－Vを出したH17Fの打上げから第3段’鯉艦
　　　　及びその確認を行うまでの打上げ計画と，その間の衛星追跡管制の準備作業を

　　　　行う打上げ段階，衛星のドリフト軌道投入，静止軌道投入及びその後の衛星搭

　　　　載機器の機能確認を行う初期段階の追跡管制計画とからなり，その内容は，以

　　　　下のとおりである。

　　　　　なお，初期段階の追跡管制終了後における定常段階の追跡管制については，

　　　　本計画書に参考として付記する。

　　　　　＊1‘17Fは，　N－1より通算したFlight番号である。

　　　　　＊2　技術試験衛星V型の英訳名は，Engineering　Test　Satellite－Vである。

　　　L2　打上げ及び追跡管制実施機関

　　　　　．宇宙開発事業団一

　　　　　　理事長　大　澤　　弘　之櫓
　　　　　　　東京都港区浜松町2丁目4番1号

　　　　　　　世界貿易センタービル

　　　・上3　打上げ及び追跡管制の責任者

　　　　（1）　総轄責任者（打上げ隊及び追晦管制隊の総合調整）

　　　　　　　宇宙開発事業団．

　　　　　　　　副理事長　　園　山　重　道／

　　　　（2）打上げ実施責任者

　　　　　　　　理：F事　竹中幸彦
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　（3）　追跡管制実施責任者

　　　　　理事船川謙司’
1．4　打上げ及び追跡管制の目的

　　ETS－V／H17：Fの打上げ及び追跡管制は，　H17：Fの性能を確認すると

　ともに，静止三軸衛星バスの基盤技術を確立し，次期実用衛星開発に必要な自

　主技術の蓄積を図り，併せて，移動体通信実験を行うことを目的とする。

15　衛：星の名称及ひ基数

　　　　技術試験衛星V型（巳TS－V）　　1基

16　ロケノトの機種及び機数

　　　　H－1ロケノト（3段式）試験機（H17：F）　1機

1．7　打上げ期間及ひ日時

　（1）打上げ期間

　　　　昭和62年8月20日内～9，月30日困

　②　打上げ日時

；機　　種 打上げ日 打上げ予備日 打上げ時間帯 海面落下時間帯

＊3 固体補助ロケノト

H－1ロケノト 8月21日焼 17．50 17：50～19：16

（3段式）試験機
8月20日㈱ ～ ～

第1段及ひ衛星
（H17F） 9月30日㈱ 19：10 フェアリング

18：00～19．30

＊3　9月9日から9月30日の期間は，宇宙科学研究所が打上げを行わない日に，

　　宇宙開発事業団が打上げを行う。

1．8　打上げ及ひ追跡管制施設

　｝打上げ及ひ追跡管制に使用する，宇宙開発事業団及び支援を受ける関係機関

　の施設の配置を第1図に示す。　　　　　　　　　　一

一2一

②

第1図　打上げ及ひ追跡管制施設

⊂＝＝＝⊃　：宇宙開発事業団の施設

⊂＝＝＝コ　．郵政省電波研究所鹿島支所及び

　　　　　運輸省電子航法研究所の施設

［＝＝＝コ　米国航空宇宙局の一飯

　　　　　跡管制施設

　　　　　（NASA　DSN局）

ノ
∂

ノ

4

ρ

？，　　．

！

ρ

塑4

郵政省電波研究所
鹿島支所

（運輸省電子航法研究所）

35057’N
140・40’ d

筑波宇宙セノター

36。04’N
140008’E

種子島宇宙セノター

発射点（1§8：ξ§二翌

細翻管制所（11？lll遷

野委享＝うヨノ（1§郭器；誉

勝浦追跡管制所

　35σ12’N
140018’E

♂

沖縄追跡管制所

小笠原追跡所

27。05！N
142013ノ］巴

ほll：1窟　働彰＝づ（118＝1創

800　　1000　1200　　　　　　　　　　　1800　1600　　　　　　　　、1400　160ぐ　　　　　　　　　　　　1400　1200　1000　　800　　600　　400　　200　　　00　　　200　　400　　600　　　800

’

4　　0 ρ

’

の
’

込。
や　　　　　　　　　　　、、

A

A　　　　　“ ㌔
、
、

、
　
、　　1Rールドストーン9　’ MAD誇

80。

V0。

U00

T0。

S00

R00

Q00

P0。

盾

　　■

栫@　、圃
圃

マトリノド
、

、
く
　
㌧

80。

V0。

U00

T0。

S0。

R（f

Q0Q

P0。

O。

P00

Q0。

R0。

S00

T00

U0。

4
バサティナ q

。画矯
，σ
ﾌ

o

ンベーフ

噛

キャ

10。

Q0。

R0。

S00

T00

U0。

V0。70。
、

800　1000　12001400　1600　1800　1600　1400　1200　1000　800　　600　40Q　　200　　　00　　200　　400　　600　　800

一3一

…
ほ

　
　
　
ほ
目
昌

　
　
　
　
　
　
旨
～
ー
－
ー
…
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ー
ー
ほ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耗
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
等
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー



2．打上げ計画

2．1　打上げの実施場所

　　　　宇宙開発事業団種子島宇宙センタ．二

　　　　　鹿児島県熊毛郡南稚子町回字回忌字宇津

2．2　打上げ隊の組織・

　　射場整備作業，『ケットの打上げ及び衛星の軌道投入の業務を打上げ隊により

実施する。この打上げ隊Q組織を第2図に示す・

2．3　ロケットの飛行計画

　　H・7Fは・ETS－Vを寵して・種子島報セ”プ崎射場H－1ロケ⑨

　ット射点から当初垂直に発射される。

　　その後ロ〃ッ』トはロール・プログラムによリログットのピッチ面を初期発射

　方位角92．5度の方向に向けた後，第1表に示す所定の飛行計画に従って太平

　洋上を飛行する。

　　こめ蘭，’固体補助ロケットを発射旧約85秒に，第1段を1約276秒後に分離

する。・さらに二三装置からの講齢に功約638秒後噂2段燃焼を停

　止し，ロケットは所定のパーキング軌道に投入されるg

　　パーキング軌道投入後，ロケッ9トは赤道上空付近に至るまで慣性飛行を続け，

　この闘にトランスフナ軌道へ移行するための第3段点火姿勢の設定を行う6

　　赤道上空付近で第3鶴ρ段から諭し・引き豪い蜘段モー噸火し

て嫉な窄速を徳第3段・鯉を目標のトランスファ鱒投入する・そ⑳

曝鯉は輯約3度∴西経纏1度滴騨2fg㎞に輿第3働ら
　．み離される6∫以上¢）飛行経路を第3函に示す・
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新
紘
訓

　　　鯉フ・ア脳⑮

　　　　　　　　診

第1・2段分離⑫ジ
　　　　　．！

固体補助　ク　　　／。ケ。惣

分離　　気＼

・リフトオフ

第1表　ロケットリ飛行計画

⑱～⑳

、
姿勢変更

　パーキング軌道

　　～＼慣性飛行　　＼＼

　　　／地
第2段燃焼

第1段燃焼
①’細／

　　　0

£…く＼励第2・3段艦
　　　　　砂＼、

　　　　　　斎＝1鋸’、

　　　　　　　騨一門轡

事　　　　　　　　象 発射後経過時間 距　離 高　度 慣性速度

分　　　秒 km ㎞ ㎏／s

①リフトオフ
　
0
㌔
’

0 0 α4

②，ロールプ・グうみ開平 3

③　　　　〃　　終了 8

④ピッチプ・グラム開始 8

⑤固体補助・ケット6本燃焼終了 38 1 4 05

⑥・　　　〃　　　3本点火 40

⑦　　　　〃　　3本燃焼終了 1　　　19 7 18 α8

⑧　　　　〃　　－9本分離 1　　　25

⑨ピッチプ・グラム終了 4　　　16

⑩メインエンジン燃焼停止 4　　　28 285 99 4．0

⑪バーニアエンジン燃焼停止
K第1，・2段分離…

4　　　34

S　9　36 305 103 4．0

⑬第2段点火 ’4．　　40 、

⑭ピッチプ・グラム開始 4　　　50

⑮衛星フェアリング分離 5　　　　4　， へ

⑯ピッチプ・グラム終了

P第2段燃焼停止

10　　　30
P0　　　38　　　　　， 名091 176 78

⑱慣性飛行時ピ。チプ直グラム開始 12　　20
⑲　　　　　〃　　　　　　終了 14　　　　0

⑳慣性飛行時事ープ白グラム開始 14　　　　0

⑳．　　　　〃　　　　　’終了 14　　　40

⑫第1回目姿勢制御開始 22　　　47

㊧　　　　〆〃　　終了 24　　　47 《

⑳第3段スピンアップ’ 24　　　59 ∂

㊧第2・3段分離
?謔R段点火
S第3段燃焼終了
Q第3段・衛星分離

25　　　　4　ゴ

Q5　　　27

Q右　　34
Q7　　　29

　¶

≠S78
≠盾Q5

≠T47

199
Q01
Q1．9

78
Pα3

Pα2

㊧第3段タンブノレシステム作動 27　　　31

㊧ 数値は概略計画値
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2．4　衛星の主要諸元

　　衛星の主要諸元及び形状を第2表及び第4図に示す。

　　　　　　　　　　第2表　衛星の主要諸元（1／2）

名　　称 技術試験衛星V型（ETS－V）

（1） 静止三軸衛星バスの基盤技術の確立

．月　　　　的 （2） 次期実用衛星開発た三哲な自主技術の蓄積

（3）移動体通信実験

展開型太陽電池パ ドノレを有する箱形

（1）箱形本体部 L4m×1。7mX1．7m
形　　　　状

（2） 衛星分離面からSバンドアンテナ頂部まで　a5m

13）太陽電池パドル展開長 97m

打上げ時 1，096kg・
重　　　量

静止衛星軌道初期 約550kg

姿勢安定方式
屯　㌦

コント白一ノレドバイア冬モーメンタム方式による三軸安定方式

（遷移軌道ではスピン安定方式）

温度制御方式 受動型及び能動型併用方式

軌　　　　道 静止徳星軌道（静止位置 東経150度）
戸

、

移動体通信実験機器 航空機，船舶等との通信実験
’｝

Lバンド系　2系統

送信周波数：エ56Hz帯

受信周波数：上6GH。帯

送信出力：25w
播載機器 　　　　　　　　　　　　ノ

Bバンド系　1系統
｝ ゾ〉　’，

巻信周波数：5．2GHz帯　　　　　曹　　　　　　　　　，　　　r

受信周波数：5．『 〟EGHz帯・

送信出力：7w

一8．「

三

三

第2表 三皇め主要諸元《2／2）

打上環境測定装置 加速度測定範囲：士20G

fータチャンネル：6ch

テレメトリ，

gラッキング及

ﾑコマンド系

Sバンド

乱M周波数：2．3GHz帯

�M周波難：吊註GHz帯

乱M出力：2・5w

搭載機器 電　　源　　系

．太陽電池パドノレ：、マミリジットパネノレ6枚　　　　t

@　（グリコンセル1q400枚）

~．電　池：9Ni－Cd電池2台（13．5AH）

姿勢軌道制御系
検　出．器：太陽セシサ・地球センサ・レートジャイロ　　　　　　　　　　　　　、

ｧ伽機器：，モーメンタムホイ「・レ，ガスジェット系

ガスジェット系 モノプロペラントヒドラジン

u』プウン方式「

アポジモータ 母体推進薬モータ

．寿　　　　命 約工5年後の残存確率串σ％以上（警動体通信実験機器を除く）
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第・4図・衛星¢）形状：
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（三軸姿勢安定時の怠TS－Vの概略形状）
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2．5　ロケットの主要諸元　　　・一、

　　　ロクーットの主要諸元及び形状を第3表及び第5図に示す。

第5表　ロケットの主票諸元

全　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　段

名　　　　称 H－1・pグット，〈3段式）1試験機・：

全　　長㈱ 40．3　0

外　　径㈹ 2，－S9
全備重量（の 139．2．（人工衛星の重量は含まず。）

誘導方式 慣性誘導方式

各 段

第1段
固体補助ロケット

・第2段 第3段・
衛　　星フェアリング

全　　長（の ・22．44 725 1α32 2．34 791

外　　径（切 2．44 α79 a49　． 1．34・ 2．44

各段重量（t） 855・㊧1 4α3（9本分） 11 ｿ6・ 22， α6

推進薬重量（t） 81．1 13a6（9回分） ・＆8　一 ：L8

平均推力（t）

メインエンジン
@　765　㊧2バーニアエンジン

@　　α9㊧2，5

1350（6本分）

@　㊧2
@　㊧4

11α6

･3
79

@㊧3

燃焼時間（s）

メインエンジン

@　268
o≦ニアエンジン

@　274

38 「　　357・ 67

推進薬種類 液化酸素／RJ－1．

剥フ次弛ン系コンポジット

ﾅ体推進薬

液
化
酸
素
／
液
化
水
素
’
・

ポリフ汐ジエγ系コンポジット

ﾅ体推進薬

推進薬供給方式 ターボポンプ

一
、ターボポンプ

一 一
比推力㈲

@　　　1

メインエンジン

@　・253㊧2
�黹jアエンジン

@　209㊧2

235
@㊧2

450，

@㊧3
291
@㊥3

姿
勢
制
御

ピッチゼ

@ヨー
ジンバル

一

（推力森行中）’ジマバル

i慣性飛行中）

@ガ堺ジェット
ロ　　一　　ノレ バーニアエンジン ガスジェット

搭載電子装置

’1）テレメータ送信器

@290MHz帯
@PCM－PM
Q）指令破壊受信器

@2．6GHz帯
@トーン変調，

，　一

ｲ

1）レLダトラシヌポンダ
@凧GHz帯．2台●噛疹翻十二　PCM－PM：ls）鍵幣離讐　、ト≒ン変調

1）テレメーrタ

@　送信器一290MHz帯

@PAM－FM
@－PM

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　1：アダプタセクシーヨンを含む。㊧2：海面上。・㊧3：．真空中。翻基みごフ聯の瓢6亦9燃脚騨瀬火する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
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第3段・

第5図　ロケットの形状

第2段エンジン

固体補助ロケット

第1段メイン・エンシン

　　　　　　　　　　衛星フェアリング

l工衛星　　　　　　　7．911n
　■
Ci．…’il’

v，’

　衛星分離部　　　　第3段スピン・テ己ブル　　　　　　　　　　　2．34mガイダンス・セクション衛星分離面

R段分離面

Q段分離面

燃料タンク

_化剤タンク

第2段
P0．32m

！

、　全

@40ンジン
アダプタ・セクション

@　353m
@　　・1

燃料タンク．

1
1
川1

第1段
Q2．44m

センタ・ボディ・セクション

_化剤タンク

@　　　　　　　　　I

@　　　　　　　　　　　　」｝

@　　　　　　　「
@スカート・セクシ。ン

@エンジン・セクション

ケット
X本）

Gンジン

1

一

一12一

　長
40．30m

」

㊥ 囎

㊥

2．6　打上げに係わる安全確保

（1）打上げに係わる作業の安全については，打上げに関連する法令のほか，別

　　に定める射圏安全管理規程，危険物及び重要施設設備の取扱いに関する規程

　並びた安全管理計画に従って，措置を講ずる。

（2）射場周辺住民に対する安全確保については，あらかじめロケット打上げ計

　画の周知を図り，警戒区域に立入らないよう協力を求める。

（3）打上げに係わる警戒については，次の要領により実施する・

　　ア．陸上の警戒

　　　射場及び射場周辺の警戒に：つい：ては，事業団に附いて警戒員を配置し，

　　巡回等必要な措置を講ずるとともに，鹿児島県警察本部及び種子島警察署

　　　に協力を依頼する。

　　（ア）打上け当日

　　　　打上げ当日における陸上警戒区域は，第6図に示すとおりとし，当該

　　　区域には一般の入が立入らないよう協力を求める。

　　（イ）打上げ当日以外

　　　　　危険平等の取扱場所の周辺には，関係者以外立入らないよう必要な措

　　　　置を講ずる。

　　イ．海上の警戒

　　　打上げ当日の海上警戒区域は，第7図に示す固体補助ロケット落下予想

　　　区域及びその周辺海域とし，当該区域については，事業団において海上監

　　　視レーダによる監視等必要な措置を講ずるとともに，海上保安庁第十管区

　　　海上保安本部，鹿児島海上保安部及び鹿児島県と緊密に連絡し，海上の警

　　　戒について協力を依頼する。

　　ウ．射場上空の警戒

　　　　射場上空の航空機の航行安傘については・運輸省大阪航空局の鹿児島1空

　　　港事務所及び種子島空港等張所に緊密な連絡を行うとどもに，所要の措置

　　　が講ぜられるよう協力を依頼するQ

（4）　ロケットの飛行安全については，種子島宇宙センター友び小笠原ダウンレ

　　ンジステごションにおいて取得された・ケットの飛行状態に基づき，安全を

　　図るため必要がある場合には，所要の措置を講ずる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一ユ3一 ，
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三6図　打上げ当日の陸上警戒区：域
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第7図　固体補助ロケット，第1段及び衛星フェアリング落下予想区域

400

300

1300 1400 1500’

200

騎6

、O

〃

個体禰馳ケ・ト落下四丁

B C

約23．6km 約
7．4

㎞
A D

弓隠。’

　　　＼

160。

　40。

　　　　　　　O初期飛行方位角92．5

A：30022！3411N，9 P30058！19藷E
Br：ゴ・9£4佑8・瓦L・36058人19・亘

C：30025！16！「N，131013／081！E

D二30021！1811N，131012！5811E

』第1・段及び衛星アェア、リング

落下予想区域

、A！：28054N，142022／E

Bノ：2go36！N，142029／E
C！．：2goO8／N‘ C145030！E
Dノ・：29025！N，145023！E

1309
　
0
　
0

－
4　
1

・1500

300

200

一15一

1600

、’



ろ．関係機関への打上げの通報

　　ロケットの打上げの実施，打上げ日の変更等打上げ作業に係わる関係機関への

通報は，次の要領により行う。

（1）打上げの実施，打上げ日の変更等

　　原則として，打上げ日の前々日15時までr決定し・通報先関係機関に速や

　　かに通報する。

②　打上げを実施する旨の通報後の変更等

　　　当日になって，天候その他の理由により打上げを行わない場合には，打上げ

　　を行わ静こと及び変更後の打上げ肱速やかに通回る．　　　㊥

　（3）通報の方法

　　　通報は，電話又は電報等によって行うほか，船舶及び航空機に対テる周知は，

　　以下により行う。

　　ア．一般航行船舶に対しては，海上保安庁の水回通報，無線航行警報及び共同

　　　通信の船舶放送等による。　　　　　　　　　　　一

　　イ．漁船に対しては，漁業無線局からの無線通信のほか，：NHK鹿児島・宮崎・

　　　南日本放送，宮崎放送，大分放送各局のラジオ放送及び共同通信の船舶放送

　　　にタる。

　　ウ．航空機に対しては，運輸省航空局からのノータムによる・

　　　　なお，新東京空港事務所保安部並びに東京，福岡及び那覇の各航空交通管

　　　制部には・祉げ時亥1」の2三三及び30分前にも騰する・　　⑳

、エ．一般に対しては，・NHK鹿児島・宮崎の各放送局等のテレビ及びラジオ放

　　　送並びに南日本放送，宮崎放送，大分放送各局のラジオ放送による。

　（4）船舶及び航空機の航行安全に関する通報　　　　　　　　、

　　・第7図に示ず・ケッートの各段落下予想区域蘇わる情報が・ゆらかじめ発せ

　　られるよう以下のとおり関係機関に依頼する。　　　、

　　ア．船舶の航行安全

　　　　ロケット打上げに係わる情報を，事前に海上保安庁水踏部に通報し，船舶

　　　に対する周知方を依頼する。

一16一

㊥

イ　航空機の航行安全

　　航空法第99条の2及びこれに関連する規定に基づき，ロケットの打上げ

　に係わる情報を事前に運輸省大阪航空局鹿児島空港事務所に通報するととも

　に，打上げ直前まで，打上げ時刻の変更等についても通報する。

一17一
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4．追跡管制計画

．44．追跡管制の実施場所

　（1）宇宙開発事業団の施設

　　（ア）　筑波宇宙センター中央追跡管制所

　　　　　茨城県新治郡桜村千三2丁目1番1号

　　α）勝浦追跡管制所

　　　　　千葉県勝浦市芳賀花立山1－14

　　㈲　沖縄追跡管制所

　　　　　沖縄県国頭郡恩納村字安富祖金良原1712－1

　　1エ）種子島宇宙センター増田追跡管制所

　　　　　鹿児島県熊毛郡中種子町大字増田

（2）その他の関係機関の施設

　　初期段階に澄いては，米国航空宇宙局（」N’ASA、）の支援を受けるため，

　同局の追跡管制網（DSN）の施設が使用されるとともに，衛星搭載機器の

　機能確認のため，郵政省電波研究所鹿島支所（茨城県鹿島町）に設置されて

　いる郵政省電波研究所友び運輸省電子航法研究所の施設が使用される。

受ノ

4．2　追跡管制隊の組織　　　　　　　．　　　　　　　　　1

　鯉の翻管制降ける打上げ段階から初期段齢での業務を追麗制蹴醐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くン『
　より実施する。

　　ζの追跡管制隊の組織を第8図に示す。
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4．3　追跡管制の期間

　　ETS－Vの打上げ段階及び初期三階に澄ける追跡管制の期間は，打上げ旧

約3ヵ月間である。

　　な澄，定常段階に澄ける追跡管制期間は，初期段階終了後から衛星のミッシ

　ョンの運用を終了までとする。

4．4　追跡管制作業の概要

　　ETS－Vの追跡管制は，第3段・衛星分離までの打上げ段階，衛星の静止

衛星軌道投入及び衛星搭載機器の機能確認を行う初期段階並びに衛星の運用等

を行う定常段階からなり三四樋じて以下の追跡及び管制の作業を実施す醗

　る。

（1）打上げ段階

　　　打上げ段階は，打上げ当日の追跡管制シろテムの準備作業開始から第3段・

　　衛星分離までとする。この段階では，中央追跡管制所において種子島宇宙セ

　　ンタ＿（大崎指令管制棟）から送られてくる打上げに：関する情報によPり飛行・

　　状況を把握し，衛星の追跡管制に備えるとともに，増田及び勝浦追跡管制所

　　で取得した衛星のテレメトリデータをモニタする。

　②　初期段階

　　　初期段階は，打上げ段階終了後から衛星搭載機器の機能確認を終了するま

　　での約3ケ丹を予定して診り，この段階では，以下に述べる各フェーズから

　　婦追跡管制を行う・　　　　　　　　　　　⑳
　　ア　トランスファ軌道フェーズ

　　　　トランスファ軌道に投入された衛星の姿勢変更を経てアポ身モー4を点

　　　火し，ドリフト軌道に投入するまでの期間’

　　イ．ドリ、フト1軌道フェーズ（1）　　　　　　　、’　　　　　々

　　　　アポジモータ点火後，姿勢変更を経て三軸姿「勢が確立するまでの期間

　　ウ．　ドリフト軌道フェーズ（H）

　　　　三軸姿勢が確立してから，静止衛星軌逼に投入されるまでの期間，

　　エ．初期機能確認フェーズ

一20一

働

　静止衛星軌道（東経150度）において，衛星の軌道及び姿勢の制御・保持

並びに搭載機器の機能確認を行う期間

　追跡管制各フェーズの目的及び主な運用項目を第4表に，また，衛星の追

跡管制計画を第5表に示す。

　　　　第4表　追跡管制各フェーズの目的，主な：運用項目

フ　　ェ　一　　ズ 目　　　　　的 主な運用項目

トランスファ軌

ｹフェーズ

　　㊧
`MFを実施し，徳星を．

hリフト軌道へ投入する

ｱと

・トランスファ軌道の確認

EAMF姿勢への姿勢制御

EAM：Fの実：施

ドリフト軌道フ

Fーズ（1）

一衛星の三軸姿勢を確立す

驍ｱと

。デスピン

B太陽捕捉

B太陽電池パドル展開

E地球捕捉

n’
zイールランアップ

ドリフト三道フ

Fーズ（1）

静止化軌道制御を実施す・

驍ｱと

o　ドリフ　トレート缶U御「。アプシス合せ㊧

初期機能確認フ、

G」ズ

初期機能チェレクアウト

�ﾀ施するとと

oバス nチェックアウトー

E移動体通信実験装置チェッ

@クアウ．ト

D。熱制御実証用機器チェック

@アウト
B技術データ飯得装置チェッ

@クアウト
㊧AMFilラボジモータ点火
　アプシス合せ：近地点又は遠地点を静止高度に合わせること。
　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　　　　一21一



（3）定常段階（参考）

　定常段階に旧いては，静止三軸衛星バスの基盤技術の確立と移動体通信実

験等めための運用が行われる。　’

4．5　衛星の飛行計画

　耳．17：F’により打ち上げられた，衛星のトランスファ軌道投入から静止衛星

四這に投入されるまでの飛行計画を第6表に：，また，地表面軌跡を第9図に示

す。

4．6　追跡管制システム

ETS1烽x¢）追跡管、制の業務に使吊す1るシステムを・第10図に示す・
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第6表　衛星の飛行計画

　　　⑫ホイール
　　　　　ラノァノフ

　⑬パドル太陽追尾
⑭定常モート　　　地球捕捉
　移行　　　　　　（ピノチ）

三

下3段・衛星分離
　　　　　　　①

｛

σ

　　　　バトル展：開及び

　　　　太陽捕捉

誹繍譜
　　愚⑦テスピノ・

　第2周回
　粗2マヌーバ

第2周回
粗1マヌー・
＼②（＠

3繋
　　　　　　⑥第4アポノ
　　　　　　　AMF

ラ／嚢翻駐

　　　　④

第3周回
精1マヌーバ

④②

単位〔時間〕

番号 事　　　　　象 発射後経過時間 備　　　　　　　　考

① 第3段・衛星分離 05
② 粗1マヌーハ 132 第2周回
③ 粗2マヌーハ 163 第2周回
④ 精1マヌーハ 235 第3周回
⑤ 精2マヌーハ 375 第4周回
⑥ AMF 380 第4アポノ

⑦ テスピン1 612
ノ

⑧ テスピン2及ひ太陽捕捉 617
⑨ バトル展開及ひ太陽捕捉 629

r

⑩ 地球捕捉（ロール） 669
⑪ 地球捕捉（ピノチ） 679
⑫ 　　　　　　　　ozイールランアノブ 684

’

⑬ バトル太陽追尾 689
⑭ 定常モード移行 754
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三
）

　　　5．関係機関への情報の提供

　　　　（1）　関係機関

　　　　　　打上げ及び追跡管制の結果等の情報については，科学技術庁，郵政省，運輸

　　　　　三等関係機関に速やかに通知する。

　　　　（2）国際機関

　　　　　　衛星の軌道投入後，速やかに関係政府機関を通じ，衛星に関する情報を国際

　　　　　連合宇宙空間平和利用委員会及び宇宙空間研究委員会等の国際機関に提供する。

　　　（3）報道関係

　　　　　ア．報道関係者に対し，打上げに係わ為安全確保に留意し，取材の便宜を図る。

⑳　イ・批げ及び追鵬制喘果については渓鑛三等から発表を行う・

醗
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